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結論（自論）
ガイド育成の前に地域受入環境整備が先であり、

ガイドが産業として確立できてないのがそもそもの課題。

①地域プロデューサーとしてのガイドDMCの設立と地域連携。

②DMOなど観光地域づくりの組織の経営層にガイドがいること。

③DMOにおいてDMC機能の拡充またはDMCとの連携強化。

地域デザインができるガイドの存在が重要で
スキルアップよりマインド・セットが先。
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私自身は福島県二本松市岳温泉と宮城県仙台市の2拠点による展開をしてます。
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「海外地方部における観光コンテンツの充実のための
ローカルガイド人材の持続的な確保・育成に向けた

現場から見る課題と解決に向けて
えしたいこと

• ガイドの領域をガイド自身が狭めている現状
• 地域観光デザイン視点を持ったガイドの重要性
• DMO等観光地域づくり団体の経営層にガイドがいるのか？

稼ぐ力
• コミュニティーを作るのもガイドの仕事
• ガイドドライバー（ガイドの掛け算）
• セルフガイドのサポートもガイドの仕事

編む力
• 関わりシロを作る キャラクターを育てる
• 持続可能な環境をデザインするのもガイドの仕事
• 世界レベルの資格の保持と世界ネットワーキング

育てる力
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①ガイドの領域をガイド自身が狭めている現状
②地域観光デザイン視点を持ったガイドの重要性（ガイドDMC)
③DMO等観光地域づくり団体の経営層にガイドがいるのか？

(DMOは地域の総合ガイド）

ガイドの役割①

稼ぐ力

7



ローカルでガイドが活躍
できるために必要なことは？

受け入れ環境整備が重要

そのハブになれるのがガイド

ローカルはコンテンツガイドが主流のため、旅を作れる（デザインできる）
ガイドが少ない。また仕事は作るものでなく、もらうものという感覚のガイドが多い。

観光庁が進める「エキスペリエンス・マネージャー」的役割は
ローカルガイドこそ必要と考えます（詳細は後述）

理想

現実
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道先案内人から
旅のトータルコーディネーターへ
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歩く旅を通して、訪れる人が心身の充実、心の豊かさ（自己変革）
を感じる旅づくりに寄与するとともに、迎え入れる側も、豊かな
自然資源を活用し、持続可能な歩く旅文化を実践継続することへ
貢献する山側の観光地域づくりカンパニー（DMC)

トレイル・デザイン プロモーション コンサルテーション

歩く旅をプロヂュースするガイドカンパニー
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ハブ
機能
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温泉旅だけでなく、登山の旅だけ
でなく融合した
山旅の取り組み

二本松・岳温泉だけではなく、
主語を磐梯・朝日国立公園と広域にし

た取り組み

ガイド育成や法人コミュニティー
アプローチ

①

②

③

通う人を増やすため

地域デザイン事例 ロングトレイルの整備
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地域デザイン事例 マップとデジタルマップの整備
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①コミュニティーを作るのもガイドの仕事
②ガイドドライバー（ガイドの掛け算）によるガイドの価値の上げ方

③セルフガイドのサポートもガイドの仕事（旅前と旅中のサポートも仕事）

ガイドの役割②

編む力
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コミュニティ形成による交流人口と新しい産業創造へ
岳温泉観光協会 X 安達太良・吾妻 自然センター協業事業
ガイドがいる自然センターが人が通う拠点へ
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火山旅/ボルケーノ・トレイル 親子自然学校 温泉通旅

プログラム展開事例 山の活用と保全をセットとして考える

活用

保全

山旅を楽しむだけでなく、プログラムの
中でも持続可能な視点を組み込む内容

山を楽しんだ人が、山を守る人にもなる
環境保全プログラムへの参加促進

20プログラム
88名の参加
10人以上が4回以上来訪
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ガイド育成

アウトドアメーカー

＆コミュニティ

ハイカー＆温泉好き

関係人口の交流の流れと考え方

①継続的活動とするために他のエリアのガイドやこれからガイドをして
いきたい人に岳温泉に通ってもらうことからスタート

②山旅の取り組みに賛同してくれるメーカー＆コミュニティーとコラボ

③新しいコミュニティーからの岳温泉へ通旅の誘引

④通旅を促すための多様なプログラムと保全プログラムの展開による通い旅

⑤山旅を愛する人の集う岳温泉へ新しいコミュニティの創出

山を活かし・楽しみ・
そして未来へ残す・つなげる

ことへ興味関心がある
コミュニティー育成により

何度も通う場所としていく
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会員制プログラムのスタート
万円の入会金

（ 万円を地域通貨で戻す）
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ローカルエリアによる2次交通の課題解決に向けて

ATTRACXI
ガイドドライバーという考え方

ガイドが2種免許を持ち、ガイド業務と並行してドライブ業務
を行う。ガイドとしての報酬のほか、ドライバーとしての報酬も
受け取ることができガイドの収入を上げる取りくみ。タクシー会
社との契約が必要のため、タクシー会社の理解（タクシー会
社にとっても英語ドライバーがいるという利点）を得るためにも
DMO等などの事業アクションとして進めていく方が進みやす

い。
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旅前と旅中のサポートもガイドの仕事
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ローカルガイドの副業
の役割も担う

英語ガイドのニーズが
高まっている

行程作りやオンライン対
応もガイドの仕事
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海外からセルフガイド要望が増え、ガイドが連携して
受け入れをスタート
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①関わりシロを作る・キャラクターを育てる
②持続可能な環境をデザインするのもガイドの仕事

③世界レベルの資格の保持とインバウンドを視野にしたネットワーキング

ガイドの役割③

育てる力
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ガイド マインドセットアップ 岳温泉と安達太良の歴史レクチャー
個人の特徴（キャラクター）に合わ

せたプログラムづくり

個性（キャラクター） X      岳温泉（磐梯・朝日国立公園）

火山好きガイドによる
火山旅ツアー

キャンプ好きによる
初めての親子キャンプ

プログラム
温泉好きによる

岳温泉ウォークプログラム

ガイドに通ってもらい、関係人口のハブとなるとともに
継続した活動へ向けたネットワーキングを図る

ガイドを増やすことができれば、受入キャパも増える。 34
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関わりシロを作る
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関わりシロを作る
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関わりシロを作る
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国立公園内の特別保護地区は歩行区間とし、そのエリアでのランニングおよびストックの
 使用は禁止しとしています。

フィニッシュはいずれも岳温泉。フィニッシュ後には、巡ってきた火山の恵みでもある
 お湯に浸かりながらそして思い出に浸るプログラム。料金：11,000円/人（税込）

このトレイルランニングイベントは、「環境保全還元型」としており、このイベントに
 参加することで、山で楽しんだ分をその山の保全に還元することを目指しています。
 大会運営経費を除く参加料金の全てを、安達太良山の登山道整備費に活用し、イベント
 翌日の６月９日（日）には、安達太良山の登山道整備イベントも開催。

関わりシロを作る
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ガイドのクオリティを世界基準で考える

サスティナ
ビリティ

クオリ
ティ

セイフ
ティ

Adventure Travel Trade Association (ATTA)
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ガイドのクオリティを世界基準で考える

フロント
カントリー

バック
カントリー

オフ
トレイル

オン
トレイル

ガイド
の役割
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世界基準のライセンス
ネットワーク連携
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世界基準のライセンスネットワーク
を活用し

台湾の国立体育大学の学生
インターン
受け入れ

（未来のガイド候補）
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ステップ1

•デザイン力のあるガイドチーム編成（ガイドDMC）作る力と売る力と守る力
•持続可能な地域ブランディング視点による地域デザイン
•トップガイドによるコンテンツガイドではなく、旅プラン（STAYプラン）のデザイン

ステップ2

•トップガイドによるガイド育成（サスティナビリティ・セイフティ・クオリティ）によるマインドセット
•均一的ガイドの育成でなく、キャラクターに合わせたガイド育成
•ガイドの活躍の場と地域との関わりシロのデザイン（第2のふるさと事業にてチャレンジ）

ステップ3

•外部との関係性ネットワーキング構築デザイン（法人や関係団体）
•コミュニティーデザイン（会員制コミュニティ） 地域と訪れる人のコーディネイト
•インバウンドを視野にしたガイド展開によるマネタイズ強化と受入体制強化

「海外地方部における観光コンテンツの充実のためのローカルガイド人材の持続的な確保・育成に向けた
現場から見る課題と解決に向けて

整理
えしたいこと

地域プロデューサーとしてのガイドDMC等の環境整備が何よりも大切と考えます。
それがガイドが産業としてビジネスとして成り立つ最初の一歩になります。
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